
１ 現在地 現状と課題

２ 目的地 目指すまちの姿

３ 進行方向 取組目標・方針・期間 

１. �このまちで子どもを産み、育てることができて良かったと思えるまち

２��. �子どもが、大人になってもこのまちなら学びや交流などを通じて成長できると思えるまち

３. �子どもが、どんな状況にあっても、このまちなら生涯にわたって自分らしく生き生きと暮ら
すことができると思えるまち

４��. �子どもにとって、安全かつ安心して生活できるインフラ、家庭・地域・教育・自然環境が整っ
ているまち

「こどもを核としたまちづくり」を進め、次の４つのまちの姿を目指します。

取組目標
①財政調整基金＊１を取り崩さずに収支を均衡させます。
②新病院整備にかかる財政負担への備えとして、新たに基金を設置し 60 億円＊２

を積み立てます。
＊１…使い道を限定せずに積み立てた基金 ( 貯金 ) のこと
＊２…[ 毎年度３億円 × 10 年間 ] ＋ [ 年度間財源調整基金：30 億円 ]

取組方針

三田市が目指すまちの姿を実現するため、４つの取組方針と 12 の戦略を掲げています。三田市が目指すまちの姿を実現するため、４つの取組方針と 12 の戦略を掲げています。
各戦略に基づく具体的な計画として、実行計画を策定し、年度ごとの取組目標を設定した各戦略に基づく具体的な計画として、実行計画を策定し、年度ごとの取組目標を設定した
上で、適切な進捗管理を行います。上で、適切な進捗管理を行います。

取組期間・進め方

第１次実行計画

７年度～９年度７年度～９年度
( ３年間 )( ３年間 )

10 年度～ 12 年度10 年度～ 12 年度
( ３年間 )( ３年間 )

13 年度～ 16 年度13 年度～ 16 年度
( ４年間 )( ４年間 )

第２次実行計画 第３次実行計画

・�短期的に財政効果を発揮す・�短期的に財政効果を発揮す
る取り組みを中心に実施る取り組みを中心に実施

・�中長期的な財政効果につな・�中長期的な財政効果につな
がる仕組みづくりがる仕組みづくり

・�第１次実行計画の取り組み状況を踏まえ、・�第１次実行計画の取り組み状況を踏まえ、
構築した仕組みを生かしながら、取り組み構築した仕組みを生かしながら、取り組み
の見直しや追加など段階的に展開の見直しや追加など段階的に展開
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④ 市役所の組織力の強化④ 市役所の組織力の強化
労働人口不足により市役所でも人材確保が困難となっています。一方、行政ニーズが高度労働人口不足により市役所でも人材確保が困難となっています。一方、行政ニーズが高度
化し、職員一人一人に求められる生産性や専門性は年々高度化しています。業務の効率化化し、職員一人一人に求められる生産性や専門性は年々高度化しています。業務の効率化
を図り、限られた人材で、質の高い行政サービスの提供を継続していく必要があります。を図り、限られた人材で、質の高い行政サービスの提供を継続していく必要があります。

① 人口減少と少子高齢化の進行① 人口減少と少子高齢化の進行
市の人口は減少傾向にあり、さらに国・県市の人口は減少傾向にあり、さらに国・県
を上回るスピードで少子高齢化が進行するを上回るスピードで少子高齢化が進行する
見込みです。税収の減少や社会保障経費の見込みです。税収の減少や社会保障経費の
急激な増加急激な増加が予想されます。が予想されます。

100,000 16,24716,247

104,943104,943 104,688104,688 104,111104,111
99,32099,320 98,03998,039 96,72696,726 95,35795,357

17,03117,031

16,71816,718 16,59116,591

36,33836,338 36,16636,166

23,53923,539 23,11023,110

12,10112,101 11,79011,7900

( 人 )

R8 R9 R10 ・・・ R15R14 R16 R17
▲人口推計 [ 三田市こども計画 ( 令和７年３月 ) ]

( 年 )

・・・

17,68317,683 19,92319,923 20,34720,347 20,94420,944 21,40321,403
16,67316,673

16,18716,187 16,09016,090 15,69115,691 15,34415,344
35,76735,767

32,95932,959 32,22832,228 31,50231,502 30,83030,830

22,54322,543 20,67120,671 20,23720,237 19,85119,851 19,35419,354
11,44511,445 9,5809,580 9,1379,137 8,7388,738 8,4268,426

総人口が
10万人を切る

  0 歳～ 14 歳 15 歳～ 39 歳 40 歳～ 64 歳
65 歳～ 74 歳 75 歳～

③ 公共施設の老朽化と維持管理費用の増大③ 公共施設の老朽化と維持管理費用の増大
市の公共施設の多くが、建設から 30 年以上経過し市の公共施設の多くが、建設から 30 年以上経過し
老朽化が進んでいます。それらが同時期に、大規模老朽化が進んでいます。それらが同時期に、大規模
修繕や建て替えの時期を迎えるため、財政負担が急修繕や建て替えの時期を迎えるため、財政負担が急
増します。市全体で将来を見据えた「公共施設マネ増します。市全体で将来を見据えた「公共施設マネ
ジメント」を本格的に進める必要があります。ジメント」を本格的に進める必要があります。

▲市公共施設の築年数別件数

7272
(66.1％ )(66.1％ )

2929
(26.6％ )(26.6％ )

88
　　　(7.3％ )　　　(7.3％ ) 築 30 年以上

築 10 年～ 19 年
※築 10 年未満なし

築 20 年～ 29 年

② 10 年間で約 93 億円の収支不足② 10 年間で約 93 億円の収支不足
今年２月に公表した、７年度～ 16 年度に今年２月に公表した、７年度～ 16 年度に
おける三田市の財政収支見通しでは、約おける三田市の財政収支見通しでは、約
93 億円の収支不足が見込まれます。93 億円の収支不足が見込まれます。
さらに、新病院の整備にかかる財政負担さらに、新病院の整備にかかる財政負担
が 17 年度以降にピークを迎えるため、そが 17 年度以降にピークを迎えるため、そ
のための資金を準備する必要があります。のための資金を準備する必要があります。
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R14
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R15
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R16
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R10
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712712

新ごみ処理
施設稼働

新病院
開院

新統合
中学校開校

▲収支不足額の推移 [ 三田市財政収支見通し ]
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４ 取組項目道のり

財政ロードマップ ( 案 )・ 第１次実行計画 ( 案 )
について説明した後、市長と意見交換します。

[ 対象 ] 市内在住・在勤・在学者 ※１人１回のみ
[ 申込 ] 当日受け付け ( 先着 )
※手話通訳・要約筆記・一時保育は
各開催日の 10 日前までに要申し込み▶

意見交換会

日時・場所 定員
10 月 14 日 ( 火 ) 15 時～ 16 時 30 分
まちづくり協働センター 80 人

10 月 17 日 ( 金 ) 14 時～ 15 時 30 分
有馬富士共生センター 80 人

10 月 18 日 ( 土 ) 10 時 30 分～ 12 時
広野市民センター 60 人

10 月 26 日 ( 日 ) 10 時 30 分～ 12 時
ウッディタウン市民センター 80 人

財政ロードマップ ( 案 )・第１次実行計画 ( 案 )
へのご意見をお聴かせください。

[ 提出期間 ] ９月 16 日～ 10 月 31 日 ( 必着 )
[ 提出方法 ] 次の①②いずれか
①申し込みフォーム
右記２次元コードからアクセス
②意見書 ( 任意様式 )
住所・名前・連絡先・意見を、郵送、ファクス、
e メール、窓口のいずれかで、〒 669-1595 三
輪 2-1-1 市役所本庁舎３階 財政課 ( FAX 563-
1366 e メール zaisei_u@city.sanda.lg.jp )
※電話でのご意見は受け付けません。
[ 閲覧 ] 市役所 ( 本庁舎１階市民情報ひろば、
３階財政課 )、まちづくり協働センター、総合
福祉保健センター、各市民センターなど、また
は市 HP

パブリックコメント

　　　　　  未来に応える組織体制の強化　　　　　  未来に応える組織体制の強化取組方針Ⅳ

戦略 12 組織体制の最適化と業務の効率化

組織のスリム化、適材適所の人員配置 ( 職員の多組織のスリム化、適材適所の人員配置 ( 職員の多
能化など )、事務の効率化や働き方改革を通じ、能化など )、事務の効率化や働き方改革を通じ、
持続可能な行政運営の基盤を築きます。持続可能な行政運営の基盤を築きます。

取組 26 �効果的かつ効率的な意思決定と業務執行
を行うことができる体制の構築

取組 27 �庁内定型的業務の一元化
取組 28 再エネ電力共同オークションの活用
取組 29 自治体 DX による事務の効率化
取組 30 総人件費の抑制

　　　　　  未来へつなぐ共創のしくみ　　　　　  未来へつなぐ共創のしくみ取組方針Ⅲ

効果的かつ持続可能な公共サービスを実現するた効果的かつ持続可能な公共サービスを実現するた
め、時代や社会の変化に柔軟に対応しながら、新め、時代や社会の変化に柔軟に対応しながら、新
たな支援の仕組みの構築や公民連携を推進します。たな支援の仕組みの構築や公民連携を推進します。

戦略９　�補助金等の適正化と効果的な支援の仕
組みの構築

戦略 10 �地域社会の変化を踏まえた事業手法の
検証と再構築

戦略 11 新たな公民連携スキームの構築と推進

取組 23 補助金・負担金のあり方検討
取組 24 �人口減少・少子高齢化によって生じている 

課題への適切な対応
取組 25 民間資源を活用した公民連携モデルの創出

目標効果額：( 設定なし )目標効果額：( 設定なし )

　　　　　  未来を支える人口・財政戦略の展開　　　　　  未来を支える人口・財政戦略の展開取組方針Ⅰ

戦略１ 人口減少抑制による税収基盤の強化
戦略２ �寄附・クラウドファンディングの推進
戦略３ �税収確保に向けた取組の推進
戦略４ �受益者負担 ( 使用料・手数料等 ) の適正化
戦略５ その他の財源確保

将来にわたって持続可能な行財政運営を実現する
ため、戦略的な財源確保により安定した収入基盤
を構築します。

取組 1 若者・子育て世帯の移住・定住促進
取組 2 �寄附・クラウドファンディングの推進体制の

強化
取組 3 税収確保に向けた取組の推進
取組 4 使用料及び手数料の改定
取組 5 公共施設使用料減免制度の適正化
取組 6 行政財産使用料の適正化
取組 7 ごみ処理施策の充実と支える仕組みづくり
取組 8 各種講座受講料の適正化
取組 9 �福知山線複線化工事に係る貸付金償還金の受領

目標効果額：目標効果額：約約40.4 億円40.4 億円

　　　　　  未来を見据えた公共施設等のマネジメント　　　　　  未来を見据えた公共施設等のマネジメント取組方針Ⅱ

必要なサービスを持続的に提供し続けるため、市
有財産の処分・利活用や公共施設の縮充による最
適化を進め、将来の財政負担の軽減を図ります。

戦略６ 市有財産の有効活用
戦略７ 公共施設の最適化
戦略８ 施設更新に伴う財政負担の平準化

取組 10 市有財産の売却・貸付の推進
取組 11 �サービス・機能等の適正配置の検討
取組 12 文化センターのあり方検討
取組 13 �市民センター等のあり方と運営体制の検討
取組 14 多世代交流館の廃止
取組 15 放課後児童クラブの施設数の見直し
取組 16 �三田保育所・三田幼稚園のあり方検討
取組 17 松が丘幼稚園とありまふじ幼稚園の統合
取組 18 �三輪幼稚園のあり方検討
取組 19 新統合中学校 ( 上野台中・八景中 ) 建設事業
取組 20 その他小・中学校等の再編統合事業
取組 21 公園施設における民間活力導入
取組 22 �施設改修時期の見直しによる公債費負担の 

平準化

目標効果額：目標効果額：約約47.9 億円47.9 億円

目標効果額： 目標効果額： 約約15.9 億円15.9 億円

30 の取組項目を掲げ、10 年間の目標効果額は約 104 億円を見込みます。毎年度、取り30 の取組項目を掲げ、10 年間の目標効果額は約 104 億円を見込みます。毎年度、取り
組んだ結果を点検し、進捗管理を行い、実行計画を見直しながら進めます。組んだ結果を点検し、進捗管理を行い、実行計画を見直しながら進めます。
取組内容などの詳細は市 HP ( 右記２次元コード ) をご覧ください。取組内容などの詳細は市 HP ( 右記２次元コード ) をご覧ください。

具体的な取り組み案の例

※全国の自治体※全国の自治体
の約３分の２がの約３分の２が
手数料を導入手数料を導入

ごみ処理にかかる負担を市民全員で支える仕組みを検討しますごみ処理にかかる負担を市民全員で支える仕組みを検討します
取組 7取組 7　ごみ処理施策の充実と支える仕組みづくり　ごみ処理施策の充実と支える仕組みづくり
現施設の老朽化に伴い、市民生活を支える新ごみ処理施設の整備 ( 約 200 億円 ) を進めています。この施設は、現施設の老朽化に伴い、市民生活を支える新ごみ処理施設の整備 ( 約 200 億円 ) を進めています。この施設は、
CO2 排出抑制、余熱による再発電など SDGs に資する次世代に向けた施設であり、整備や維持にかかる費用にCO2 排出抑制、余熱による再発電など SDGs に資する次世代に向けた施設であり、整備や維持にかかる費用に
ついては、将来にわたり市民全員で支えていく仕組みが必要です。そこで、ごみ処理費用の一部を排出量に応じついては、将来にわたり市民全員で支えていく仕組みが必要です。そこで、ごみ処理費用の一部を排出量に応じ
てご負担いただく仕組みとして、ごみ処理手数料をごみ袋の価格に上乗せすることを検討します。てご負担いただく仕組みとして、ごみ処理手数料をごみ袋の価格に上乗せすることを検討します。

【 世帯構成ごとの想定負担増加額 】
• 単身世帯　年間 1,352 円
  ( 想定使用枚数：１週間に小２袋 )

• ２人世帯　年間 2,392 円
  ( 想定使用枚数：１週間に大１袋・小２袋 )

• ４人世帯　年間 3,432 円
  ( 想定使用枚数：１週間に大２袋・小２袋 )

ごみ袋の大きさ 大 45㍑相当 小 30㍑相当 特小 20㍑相当
内訳 現状 導入案 現状 導入案 現状 導入案

袋の製造原価 15 円 15 円
35 円

11 円 11 円
24 円

８円 ８円
16 円

ごみ処理手数料 無料 20 円 無料 13 円 無料 ８円

大１袋あたり 県下自治体 ( 13 市５町 )

50 円以上 養父市・朝来市 ( 60 円 ) 豊岡市 ( 52 円 )
香美町・新温泉町 ( 50 円 )

40 円～ 49 円
相生市 ( 46 円 ) 丹波篠山市 ( 45 円 ) 
淡路市 ( 44 円 ) 丹波市・洲本市・佐用町
( 40 円 )

30 円～ 39 円
( 導入後の水準 )

西脇市・多可町・上郡町 ( 35 円 )
南あわじ市 ( 33 円 ) 加東市 ( 30 円 )

29 円以下 宍粟市 ( 25.3 円 ) 加西市 ( 25 円 )


